
そば打ち体験の

様子  

           

    

    

  

三
月
三
日
（
金)

夕
鶴
の
里
運
営

協
議
会(

川
合
ひ
さ
子
会
長)

が
開
か

れ
、
今
年
度
の
事
業
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

川
合
ひ
さ
子
会
長
の
あ
い
さ
つ
で

は
、
東
京
新
宿
区
中
井
町
の
イ
ベ
ン

ト
（
千
人
染
め
）
に
参
加
し
た
と
き
の

事

が
紹

介

さ
れ
、
大

変

楽

し
か
っ

た
！
あ
あ
い
っ
た
こ
と
が
夕
鶴
の
里
で

も
出
来
な
い
も
の
か
考
え
て
い
る
な
ど

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
来
賓
の
、
南
陽
市
教
育
委
員

会
、
社
会
教
育
課
長
、
佐
藤
賢
一

氏
か
ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

   

          
                 

 

  

平
成
二
十
八
年
度
の
主
な
事
業

並
び
に
関
連
事
業
の
開
催
日
、
参
加

人
数
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

 

◇
夕
鶴
の
里
友
の
会
総
会 

 
 

４
月

17
日
（
日
）
66
名
参
加 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

委
任
状
含) 

◇
夕
鶴
の
里
友
の
会
研
修
旅
行 

 
 

６
月

19
日(

日) 

 
 

宮
城
県
村
田
町 

22
名
参
加 

◇
蚕
の
飼
育
事
業
（
ま
ゆ
の
里
事
業
） 

 
 

６
月
８
日(

水)

～
３０
日(

木)

22
日
間 

※
夕
鶴
の
里
資
料
館
の
ほ
か
、
８

施
設
で
飼
育
を
行
っ
た
。 

◇
第
十
七
回
「
語
り
部
養
成
講
座
」 

 
 

６
月
～
８
月 

(

７
回
開
催) 

（
大

人

３
名

・
小

学

生

７
名

受

講

） 

◇
語
り
部
養
成
講
座
講
演
会 

７
月

17
日(

日) 
 

80
名
参
加 

講
師
： 

渡
部
豊
子 

氏 

（
新
庄
民
話
の
会
顧
問
） 

◇
第
十
四
回 

民
話
の
語
り
駅
伝 

 
 

５
月

29
日
（
日
）

113
名
参
加 

◇
昔
の
あ
そ
び
体
験 

７
月
・
９
月
・
１１
月
・
１
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計

46
名
参
加 

◇
社
会
人
力
育
成
山
形
講
座 

 
 

５
月
～
７
月
の
週
末
４
日
間 

山
形
大
学
・
東
北
芸
工
大
学
・
米
沢 

女
子
短
期
大
学
の
学
生 

７
名 

◇
染
め
織
り
体
験
学
習
事
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ま
ゆ
の
里
事
業
） 

 
 

８
月
～
10
月(

４
回)

30
名
受
講 

◇
第
十
七
回
「
民
話
ま
つ
り
」 

 
 

１０

月
２
日
（
日
） 

 
 

ゲ
ス
ト
： 

多
勢
久
美
子
氏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
島
根
県
在
住
）  

 

191
名
参
加 

◇
第
十
八
回
「
子
ど
も
ま
つ
り
」 

 
 

10
月

16
日(

日)
50
名
参
加 

 
 

 

内
容
：
東
北
文
教
大
学
児
童
文
化
部 

の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
遊
び
、
紙
芝
居
、

人
形
劇
、
ダ
ン
ス
な
ど 

◇
民
話
口
演
事
業
（
２
月

２８
日
現
在
） 

 
 

民
話
口
演

４８７
回 

出
前
口
演

６６
回 

関
連
事
業 

◇
み
ち
の
く
レ
コ
ー
ド 

「
木
田
俊
之
物
語
」
映
画
収
録
協
力 

 

４
月

19
日
（
火
） 

◇
第
七
回 

「
お
き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 
 

６
月

26
日(

日) 

 
 
 

会
場
：
夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

100
名
参
加 

◇
第
四
十
二
回
南
陽
市
芸
術
祭 

 
 

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

会
場
：
南
陽
市
文
化
会
館 

 
 

 
 

民
話
会
ゆ
う
づ
る
会
員
３
名
参
加 

◇
第
五
回
南
陽
こ
ど
も
芸
術
祭
へ
の 

 
 

参
加 

 

１１
月

20
日
（
日
） 

会
場
：
南
陽
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

「
夕
鶴
っ
子
の
会
」
５
名
出
演 

体
験
学
習
（
２
月

28
日
現
在
） 

◇
機
織
り
体
験 

217
名 

◇
そ
ば
打
ち
体
験 

七
団
体(

110
名) 

  

   
 

 
 

 

   

平
成
二
十
八
年
度
も
多
く
の
方
々
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 



夕
鶴
の
里 

友
の
会
総
会
の 

お
知
ら
せ 

日
時
：
四
月
十
六
日
（
日
） 

午
前
十
時
三
十
分 

場
所
：
夕
鶴
の
里 

 

 
 

 
 

伝
統
文
化
研
究
室 

緊張しながらも、上手に

語れました。また、聴き

方もとても上手でした。 

 

 

二
月
の
中
旬
よ
り
修
復
作

業
が
行
わ
れ
て
い
た
語
り
部

ホ
ー
ル
入
口
の
藁
ぶ
き
屋
根

が
、
二
月
二
十
三
日
に
完
成

し
、
藁
の
香
り
漂
う
新
し
い

屋
根
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 

    
二
月
二
十
二
日(

水)

、
二
十
三
日 

(

木)
漆
山
小
学
校
で
語
り
部
養
成 

講
座
の
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
た
。 

各
班
そ
れ
ぞ
れ
教
室
に
分
か
れ
、 

た
て
割
り
学
級
の
他
の
学
年
の
児
童

は
じ
め
、
当
日
は
保
護
者
の
方
々
も

発
表
を
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 講

師
で
あ
る
自
主
事
業
実
行
委

員
会
の
皆
さ
ん
も
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
発
表
会
。
子
ど
も
達
は
、
緊
張
を

し
て
い
た
も
の
の
、
今
ま
で
で
一
番
い
い

語
り
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

す
ば
ら
し
い
語
り
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

                   

     
 

 
 

          
二
月
十
八
日
（
土
）
、
高
畠
町
文

化
ホ
ー
ル
「
ま
ほ
ら
」
の
大
ホ
ー
ル
で 

第
９
回
ま
ほ
ろ
ば
の
里 

民
話
フ
ェ

ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
開
会
さ
れ
、

三
部
構
成
で
行
わ
れ
、
高
畠
町
の
小

学
校
児
童
四
十
八
名
と
、
高
畠
町

内
の
語
り
部
の
会
三
団
体
か
ら
も
語

り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
学
校
児
童
は
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
、
短
い
話
か
ら
長
い
話
ま
で

い
ろ
い
ろ
あ
り
、
情
感
こ
も
っ
た
、
表

情
豊
か
な
語
り
で
大
変
良
か
っ
た
で

す
。 

  

普
段
の
生
活
で
は
話
さ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
方
言
を
民
話
を
通
し
て
「
知

る
」
「
語
る
」
事
は
良
い
こ
と
だ
な
ぁ
と

改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

今
後
も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

            

     

                  

           

☆
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
、 

ご
参
加
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   
 

 
 

 

       
 

            

最後に講師から語りの  

プレゼントがありました  

 

←  

←  
完 成 を 祝 っ て

皆 で 記 念 写 真

を撮りました。 

こ の 藁 の 束

が 300 本以上

使 用 さ れ ま

した。  

      ４月に、ツアーの予約が  

入っており、昨年の 11 月、  

12 月同様、大型バスが数台  

駐車する予定です。  

      バススペースへの駐車  

および、無断駐車はご遠慮  

願います。  

  


